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　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
平成○年○月○日、当特販課所属の中村　沙織運転の社用車の衝突事故につき、経緯をご報告いたします。
一部の報道では、当社の社名が流れたうえ、原因は調査中とするばかりで、石川の自責事故ではないかと各方面からご指摘とご心配をいただきました。しかしながら、その後の警察等の調べにより、事故は相手方のわき見運転によるものと判定され、０－１００の認定が下りております。
中村の運転しておりました社用車は、全損に近い状態でございましたが、幸い、中村には大きなけがはなく、念のため当日病院で診察を受けたものの、その後、通常通りの勤務をこなしております。車両につきましては、原因車両である相手方の保険代理店から、保険で完全補償する旨の連絡を受けております。
各位には多大なご心配をおかけいたしましたが、以上のような次第でございますので、このたびの事故につきましては、石川に対し、あたたかいご理解のほどをお願い申し上げます。
以上

